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1.はじめに

近年、わが国では、市民マラソンなどのスポーツイベントが各地で開催されている.こ

のようなイベントの開催は、スポーツの大衆化の促進とともに地壌の活性化を目的として

いる.このようなスポーツイベントは、大会事務局だけでは運営することができず地元の

地域住民によ.;.スポーツボランティアに運営を委ねてい.;.ケースも多い.本研究では、ス

ポーツボランティアを「自発的に無償でスポーツイベントなどで奉仕活動を行う者Jと定

義した.スポーツイベントでのスポーツボラシティアの役割は、審判から交通整理まで幅

広くあり、運営のほとんどがスポーツボランティア遣の力に依存している.大会事務局は、

スポーツイベントを毎年続ける事を望んでいることから、スポーツボランティアの数と質

をいかに維持し議読させる事が重大な課題のひとつであると思われる.

スポーツ活動の継続に関する研究で山口(1986)は、過去のスポーツ参与の質的経験、つ

まり満足感を経輸した者は、現在もスポーツ活動を継続する傾向があ.;.としている.この

ことからスポーツボランティアにとっても活動に対する満足感が今後のボランチィア活動

の準読に影響すると考えられる.

そこで、本研究の目的はスポーツポランティアの初参加群と 2回以上参加のリピーター

群のボランティア活動に対する満足度を比較検討し、満足度が纏続意欲にどのように影響

しているかを明らかにすることであった.

2. 研究方法

調査対象:鹿児島県指宿市で開催された「菜の花マラソン大会Jに参加した

スポーツボランティア 123名〈男 31名 女 92名〉

調査時期:①1989年 1月8日-1月28日 ②1989年 2月27日-3月6日

調査方法:質問紙による留置法及び郵送法、有効回答数123(回収率27.8%)

分析方法:クロス集計、 χ2検定、 t検定、ピアソン積率相関係数

3. 結果及び考察

( 1 )活動頻度と満足度

スポーツボランティア活動の初参加者群(n =46)は、リピーター群(n =70)よりもス

ポーツボランティア活動に関する全項目で高い満足度を示していたo t検定を実施した結

果、個人的満足感の6項目中4項目で有意差〈ド.001)がみられ、一方社会的満足感の6

項目中2項目で有意差〈ド.001)がみられた.初参加者は、ボランティア活動が新鮮なも

のであるのでより高い満足度を示したと考えられる.
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表1 項目別活動鍋度別による t検定

ボランティアl窃香加者
満足 N=伺

個 脱日常性の聾得

人 盛 動

的 記 4咽ト 品

満 充 実 感

足 やりがい

度 書atの伝遣

社地域活性化への買猷

会 運営への貢献

的選手への貢献

i荷

足

度

感謝の受諾

みんなの輪

大会の盛況

満足度の尺度

1=非常に高い
4=非常に低い

1.7872 

2.鈍04

1.5217 

1.6170 

1.8936 

1.宵72

1.η34 

1.6383 

2.1087 

2.2609 

1.8511 

リピーヲー t雌 P 
N=70 

2.幻40 .2.65 ** 
1.6451 .2.04 * 
2.7606 .2.11 事

1.邸75 .0.86 N.S. 

2.ωa -2.64 ** 
2.0274 -0.77 N.S. 

2.2050 -2.17 調E

1.8164 -0.56 N.S. 

1.8787 ー1.42 N.S. 

2.1972 -0.49 N.S. 

2.66羽 -2.01 ヨE

2.侃48 -1.11 H.S. 

*...p<.01 **山p<.001

表2 社会的満足度と纏畿意欲

宇土 重量吉 自勺

初 参 力目 者

高 い 低 い

継

強 69. 6 2. 2 

続 % % 

意

ii 2 1. 7 6. .5 
欲 % % 

X 2 = 2.53322 

d f = 1 且 =46
N. S. 

( 2 )活動頻度別の満足度と継続意欲及び相関関係

ま荷 天忌 居室

ピーター

高 い 低 い

72. 1 8. 63  
% % 

1. 4 1 7. 1 
% % 

X 2 = 32.90608 

d f = 1 n=70  
P < .001 

活動頻度別に満足度と継続意欲をクロス集計し、 χ2検定を行った.表2から初参加者

群とリピーター群の中で、ともに満足度が高い者は継続意欲が強い事が明らかになった.

しかし初参加者群の中に、満足度が高くても継続意志が弱い者も相当数あり、満足度継続

意欲に直接的な影響を及ぼしてい忍とは言い難い.反対にリピーター群は満足度が高いと

継続意欲が強く、また満足度が低いと継続意欲も弱いという正由相関関係がみられ、満足

度と継続意欲の間には0.1%の水準で有意差が見られた.よって、ボランティア活動の頻

度別の満足度と纏続意欲との関連は、初参加者よりもリピーターの方が強いと言えよう.

また、満足度と継続意欲の関係の強さを見るため相関係数を算出したところ、個人的満

足と継続意欲の相関係数は初参加者群がγ=0.3874(p<.01)、リピーター群が γ=0.570

(p<.OO1)であり、社会的満足度と継続意欲は、初参加者群が γ=0.4365(p<. 001)、リ

ピーター群が γ=0.6540(p<. 001)すべて高い相関を示した。満足度と継続意欲の相関は

特にリピーター群の方が高かった。初参加者の継続意欲に影響を及ぼしてい石要因は、満

足度だけではなく他の要因も考えられる.

4. まとめ

収集した資料を分析、考察した結果、次の理論が導き出された.スポーツボランティア

活動においてリピーターの満足度は、継続意欲に大きく影響する.反対に初参加者の活動

に対する満足度が、必ずしも継続意欲に結び付かない。初参加者の継続意欲の影響を及ぼ

す要因は、満足度だけでなく他の要因も関わってくると思われる.従って、スポーツボラ

ンティアの活動頻度によって継続意欲に影響する要因は異なるといえる。
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